
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

浦和南高等学校進路支援部 

令和５年度進路通信 

第 10 号 

2024 年 3 月 ２２ 日 

 

〈進路支援部主任より〉 

59 期生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。そして受験お疲れさまでした。南高での努力・経験・思い出を胸

に、それぞれの新しいステージでも元気に頑張ってください。みなさんの活躍を応援しています。 

さあ、１・２年次生は、卒業生からバトンと受け取りました。学習・進路・部活動・行事にと頑張ってきた先輩たち

を受け継ぎ、新しい年次でも、「文武自考・チーム南高」で進路実現・飛躍の 1 年にしてください。 

3 月 21 日時点の受験結果速報ですが、国公立大では、11 名（埼玉大 6、埼玉県立大 5）が合格しました！ まだ結果

が出ていない人もいますが、中期試験・後期試験まで頑張った人もいます。国公立大を志望する人は、ぜひ、最後まで

粘り強く学習を継続していってください。今年は、埼玉大、埼玉県立大以外でも東京大、東京工業大、お茶の水女子

大、東京都立大、電気通信大、東京芸大、東京海洋大、千葉大、宇都宮大、茨城大、滋賀大、広島大など、第一志望目

指し、難関大や地方の国公立大学にチャレンジした先輩たちがいます。目標に向かって、努力し、挑戦した姿、立派で

す。また、国公立大学でも学校推薦型選抜や総合型選抜があり、5 名が合格しました。国公立でもいろいろな入試方法

があるので、志望する大学の受験方式・受験科目をこの春休みにしっかり調べて準備を進めておきましょう。私立大で

も、現役では、上智大をはじめ、GMARCH・成成明国武独・日東駒専（この用語がわからない人はぜひ調べてみるこ

と！）など、多くの合格報告がきています。今回の特集「受験を乗り越えた先輩たちの声」のメッセージをぜひ参考に

して、自分の夢の実現に向けて第一志望を定め、それに向かってスタートしていきましょう。先輩たちの声を読んで、

今の自分の現状を照らし合わせてみてください。 

 

①早めに準備・対策・基礎固め・学習習慣：まずは教科書の内容をきちんと理解して定着させていこう！ 

『もっと早くから勉強すればよかった…』、『もう少し早くから受験を意識して行動すればよかった…』 

『英語、英検の対策・学習をしっかりと！』、『一年生から授業の課題や課題考査、定期考査は大切に！！』  

『甘い戦いではないと思います。自分がどうやったら最後後悔なく終われるか。結果より、大事なのは過程にあ

ると思います。あと、言い訳言って後で苦しむのは自分なので毎日満足するまでやってください。南高生一般

受験の勉強スタート遅すぎる気がします。』 

『定期テストの勉強を馬鹿にしない方がいい。定期テストの勉強で基礎知識は確実に着く。逆にこれが出来 

ないのに受験はできない。今頑張ったら後で絶対救われます。頑張れ！』 

『大学受験において我武者羅に勉強するだけではどうしても間に合わせることが厳しいと思うので、早めに 

基礎を固めてあとは苦手な科目や範囲を徹底的に潰していくなどして、効率的に正しい努力をする必要が 

あると思った。もちろん質だけでなく量もかなり必要。』 

『早い段階から毎日 10 分でも勉強する習慣をつけておいたらよかった。』 

『夏休みから本格的に勉強を始めたが、もっと早く勉強を始めるべきだったと感じた。 苦手科目は毎日コツ 

コツやっていくのが大切。 『英単語や漢字なども毎日やるべきだと思った。』 

   『1 年生の頃から得意苦手で決めるのではなく、全教科を同じ熱量で学ぶことで、興味のあることを見つけら 

れたりして、進路に繋がると思います。 』 

 

先輩たちの声で多かったのは、『早めの準備・対策』です。受験勉強といっても、大切なのは、日々の授業や 

教科書の内容で、2 年次終了までに、教科書レベルの内容（基礎・基本）を身に着け使いこなせるようにして 

いくことが大切です。 

 



 

 

②情報収集・大学調べ・オープンキャンパスのすすめ：大学について知る・調べる・行く！ 

『1•2 年生のうちに大学で学びたい学問を絞っておくと、大学選びのひとつの基準になるため、受験校を考え 

るときに迷いすぎずに済む。私は、おもしろそうだと思った学問をネットで調べたり、大学の気になる学部 

学科の卒論や教授が書いた本を読んでみたりした。大学入学後にやりたい事も見えてくるので、勉強のモチ 

ベーションになると思う。』  

『オープンキャンパスはなるべく多く行った方が良いです。当たり前ですが、行かないと分からないことがた 

くさんあります。選択肢を広げるためにも、志望校以外も行くと良いと思います。』  

『早めのうちから、色々な大学のことを調べておけばよかったなと思った。大学の入試方式や学部学科、キャ 

ンパスの雰囲気など早め早めに動いておけば良かったと思った。』 

『もう少し、夢について考えてから学科選びすればよかった』、『早めに受験科目や受験方法を知っておく』 

『親や先生とたくさん話すことで卒業後の進路や将来の職業の選択肢の視野が広がった。』 

 

  ・進路資料室には赤本、入試の過去問題、小論文対策資料、先輩たちの受験レポート、大学の資料やパンフレッ

ト、模試の過去問、進路冊子など多くの資料があります。ぜひ、積極的に活用して下さい。 

 

③学習方法：『必ず計画性を持って取り組み自分の勉強スタイルを早く見つけたほうがいい』 

   『もう少し効率のいい勉強の仕方をしたり、時間配分に気をつけたら良かった。』 

 

・１年次は、この 1 年間で、自分に合った学習スタイルをみつけられたか？  

学習習慣の確立はできたか？ 英数国の基礎固めはできているか？ 

 ・２年次は、２年次の学習内容に加えて 1 年次の内容も定着させられているか、  

   英数国の土台に加え、理社についても意識して学習を始められているか？ 

 

④部活動との両立：『部活などを言い訳にせず両立できてる人のほうがかっこいいから頑張ってほしい』 

『部活を辞める前からコツコツ知識を積み上げておく』 

『早めにコツコツと勉強時間を増やすことをおすすめします』 

・忙しい時ほど、時間を上手に使って行動できるもの。部活が盛んな南高でこそ、まずは普段の授業が大切。 

そしてスキマ時間を上手に使って両立させていこう！  部活で頑張れる人は、学習でも頑張れます！  

 

⑤目標設定：『志望校を下げないこと。行けるところより行きたい大学のほうが魅力がありモチベになる』 

『第一志望よりも一つ上の学校を目指してやっていれば、第一志望の学校により有利になった気がする』 

 『最後まで第一志望を変えずにやり切ることで後悔がない』 

『自分が受験したいと思う大学があれば諦めずに挑戦してみるべき。たとえ合格出来なかったとしても経験 

になるし、後で後悔することもない』 

 

春休みは、学習の面では、これまで学習した内容のヌケ・モレ・弱点を克服するチャンスです。3 学期の模試やスタ

サポで自分の弱点や課題点が見つかったはず。この春休みに何をやるか、「目標・目的を明確」にして計画・実行して

ください。また、進路先について調べたり、進路について考えるよい期間です。4 月からの新しい年度に向け、一回り大

きくなった自分の姿を想像しながら、この春休みを過ごしてください。（福田） 
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今年３月に卒業した３年次生が「受験に関するアンケート」に協力してくれました。その中から、アドバイスや良かったこ

と、後悔したことなどを紹介します。１，２年次生はぜひ、今後の進路選択や勉強に役立ててもらえればと思います。 

 

・志望校は早いうちに決める。必ず志望校のオープンキャンパスに行く。そこで大学生になって勉強しているイメージを

つける。そうすれば、第一志望の大学以外行きたくなくなる。 

・大学について様々な情報を集め、自分にあった入試方法を選ぶこと。 

・一年生から、授業の課題や、課題考査、定期考査は大切にすると、自然と基礎学力がつくということに気がついた。 

・ゲームを全て消して、SNS を遮断する。 

・早いうちから英語を勉強したこと。 

・過去問には早めに触れておき、解けなかった問題はなぜ解けなかったのかしっかり分析する。 

 

・英検は早めに取っておいた方がいいと思った。自分は 2 年生の時に合格出来なかったので、3 年生で受け直したが、

受験勉強と英検の勉強を並行して行うのは大変だと感じた。 

・隙間時間をもっと有効活用できればよかった。 

・模試を本気でやれば良かった。 

・英単語をもっと早く覚えておけばよかった。 

・もっと早い時期から勉強を始めていればよかった。 

・定期テストの勉強は最低でも 2 週間前からやるべきだと思いました。一夜漬けの場合、成績は取れても受験ではほん

とに役に立たないです。 

 

 
 

卒業式 

 

 
予餞会 

修了式 
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   受験を乗り越えた先輩たちの声 

スタサポ 

 
特編授業 

 

球技大会① 

年度末 

考査② 

年度末 

考査③ 

年度末 

考査④ 

 
特編授業 

 
特編授業 

 
特編授業 

球技大会② 

球技大会③ スタサポ 

大学入試共通テスト 2025. 1.18(土)～1.19(日)まで 

        あと ３０1   日  （ 3月  22 日時点） 

始業式 

入学式 
③記述模試 

②課題考査 

③記述模試 

①スタサポ 
①課題考査 

1 年校外 HR 
 



・受験期間は勉強がもちろん 1 番大事だけれど、自分と向き合って自分を知ることや、両親や周りの人への感謝をする

ことも大切に大事にして欲しい。 

・英検を取っておけば志望校のレベルを上げられるので、本当に取っておいた方が良いです。 

・模試の判定に囚われず、最後まで自分を信じて諦めないこと。ずっと E 判定だったが、第一志望の大学に合格出来ま

した。最後まで伸びる。 

・進路室に行って先輩の受験体験談を読んで、とても参考になったので、自ら進んで進路について学ぶことは大切だと

思う。 

・自分と進路が似ている人と情報共有すること。他人と比べないこと。 

・辛い時は、人と喋る。 

・進路室を頼ろう。 

 

 

 

                             河合塾 Kei-Net より一部抜粋 

２０２５年度から新課程入試が始まるということはもう皆さんも知っていると思います。共通テストにおいて新設され

る「情報Ⅰ」については前回の特集で取り上げましたので、今回は「地理歴史」「公民」について考えていきたいと思いま

す。 

共通テスト「地理歴史」「公民」は新学習指導要領の大幅改定にともない、出題科目が大きく変更されます。出題科目

6 科目のうち、最大 2 科目の選択が可能ですが、『地理総合／歴史総合／公共』を選択する場合は、もう 1 科目が組合

わせ不可となるパターンがあるので注意が必要です（図１参照）。 

＜図１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の名言 

Life isn’t about finding yourself. Life is about creating yourself. 

「人生とは自分を見つけることではない。人生とは自分を創ることである」 

ーGeorge Bernard Shaw（バーナード・ショー） 

新課程入試について考える② 


